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Random Forestsを使用したAgathaChristie作品の文体分析＊
Dorothy Sayersと比較して

土村成美

大阪大学大学院3語文化研究科

干 560・0043J!!I中dT待，.m11111汀l・8
E-mail: t.naru.425@gmail.com 

あらまし 本側’先ではミステリ一作家AgathaChristie作品』こおける特徴語に関

して，同ll~f代の女性ミステリ一作家 DorothySayersとの比較を通して計量的な分析
を行うことを問的とする。分析手法として，アンサンプ、ル学刊の ・,fif［である Random
Forestsを仙・則し， l匂頻度話を変数とした2作家の作品の分知を行い，分類に寄与した

特徴訴について検汀を行う。 RandomForestsを；だ行した品＇i見；， Chr= ieとSayersの作
1日1を 90%を超える正解率で分類することカill ＼来た。 ~lrlll された特徴話として， Sayers
がeverybody,anybodyのような－body形名刺やtillが挙がるのに対して，Christieは
仰の3・011e,a11yoneのような－011e形名詞やlllltilを多用していることが明らかになった。
また， Christie側には女性代名調や動詞の過去形が多く特徴訴として抽出され，こ

れらの訴を Christie が特徴的に用いることが明らかになった。 !f~J.Mの過去形の中で
も動作にまつわる動詞に注目すると，発話を導く際に発話動詞に加えて登場人物の

動きを点現したり，領くという行為一つを取っても儲々な－か副詞と共起させて表現

したりと，登場人物の行動の描写が」二夫されており， Christie作111111が読者にとって

的民揃写を行いやすく，現在でも広く普及している－~I刈となっているのではない

かと与－えられる。

キーワード Agatha Christie, Random Forests，特徴部

A Stylometric Approach to Agatha Christie’s Works Using Random 

Forests 
Comparing with Dorothy Sayers 

Narumi TSUCHIMURA 

Graduate School of Language and Culture, University of Osaka 

1・8Machikaneyama-cho, Toyonaka, Osaka, 560・0043Japan 

Abstract This study tries to make a quantitative analysis on characteristic words 

in Agatha Christie works, comparing with her contemporary Dorothy Sayers. This 

study applies Random Forests, one of ensemble learning methods, for classifying the 

two writers’works. The variables used in Random Forests are the most frequent 
words, and we discuss the 100 the most characteristic words. The results of this 

analysis revealed that Christie’s use of characteristic words contrasted with Sayers’， 

especially between synonyms: Christie tends to use someone, anyone and until while 
Sayers tends to use somebody, anybody and till. Moreover, Christie tends to use words 
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related to the female gender and a number of past tense verbs. Among the past tense 

verbs, we focus on the words related to movement. It revealed that Christie described 

characters' behaviour in her novels by using a number of co-occurring words like -ly 

adverbs, and I assume that this makes readers to imagine scenes in her novels easily. 

It may be one of reasons why her novels are read and loved all over the world now. 

Keywords Agatha Christie, Random Forests, characteristic words 

1. はじめに

本研究はミステリー作家AgathaChristie作品の語会的特徴に関して，統計的手法を用いて

分析を行うことを同的とする。 Christie作品に関するJ十量的手法を用いた研究としては，語

安多様性に関して分析を行ったLancashire& Hirst (2009）や，語読：面と統語面からのアプロー

チを行ったLeet al. (20 Iりなどが存在する。また，稲木（2009;2013）のように， Christie作

品のスモールコーパスを用い， WordSmithToolsを用いて抽出された特徴語を元に，Christie

の作品中での読者を誤誘導するテクニックを考察した研究もある。しかし，これらはいずれ

も分析に用いる作品が限定的であり， Christieのデビュー作品から晩年の作品まで網羅的に

分析を行司った研究は見当たらない。本研究で、は短編を含めた Christieのミステリ一作品を網

綴的に用いた分析を行う。

Christieとの比較対象として， Christieと同時代に活躍したイギリスの女性作家Dorothy

Sayersの作品を用いる。SayersはPeterWimsey卿作品が代表的なミステリ一作家である。日

本では紹介が遅れたために，他の作家と比べると知名度はあまり高くないが，ミステリー黄

金時代の 1930年代には作品の初版部数がChristieと措抗するほど（Mallingand Peters, 1998) 

人気の高い作家で、ある。またRD. JamesやMinetteWaltersなど多くの女性ミステリ一作家

が理想の作家として挙げるのも Sayersであり（森， 1998），「ミステリーの2大女王」として

Christieと並んで、語られるこ とが多いため，本研究でChristieと比較を行う作家として選定

した。

本研究ではSayers作品を比較対象とし，機械学習の手法を用いた Christie作品の分析を行

う。機械学習の一手法である RandomForestsを用いた2作家の作品の分類を行い，Christie

作品における特徴語の検討を行う。この分析を通してChristieの語設使用の特徴の一端を示

すことを試みるのが本研究の目的である。

2. 使用データ・分析手法

2.1. リサーチクェスチョン

本研究では以下の2つのリサーチクェスチョンを設定した。

I.機械学習の手法を用いてChristieの作品と Sayersの作品とを分類するこ とは可能か

’本論文は，JADH2016(September12th to 14th, University of Tokyo）において行った研究発表“StylisticAnalysis 
of Agatha Christie’s Works: Comparing with Dorothy Sayers・・t:::Jm筆 ・修正を行ったものである。本研究を進める
にあたり，田知H智司先生（大阪大学），ホドシチェク ・ボル先生（大阪大学）をはじめ，研究プロジェク トの先生
β及びメンパーの方々に研究会において様々な助言を頂いた。ここに記して深く感謝申し上げたい。なお，本
稿における諜りは全て鋒者の貢任である。
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2.分類に寄与した特徴詰のうち， ChristieとSayersとで語の用い方にどのような違いが

あるのか

2.2. 使用データ

分析に使用するデータについて，それぞ、れの作家の作品数，異なり語数，総語数を以下の

表 lに示した。両作家とも長編 ・短編を含む。両作家とも複数ジャンルでの作品執筆を行

なっているが，ジャンルの違いによる使用語設の遣いを考慮、して，両作家ともミステリ一作

品に限定しての分析を行う。

表1：それぞれの作家の使用データの構成

Author Number of texts Types Tokens 

Christie 

Sayers 

2.3. Random Forestsとは何か

221 40,885 5,230,256 

55 31,967 1,430,257 

本研究では分析手法としてRandomForestsを用いる。 RandomForestsとは， Breiman(200り

が提唱した，分類 ・凶；帽を行うためのアンサンブ、ル学習の一種で、ある。RandomForestsは，

元データからブートストラップサンプリングされたデータを用い，多数の決定木の作成を行

う。その多数の決定木の予測結果を組み合わせ，多数決により結果を得る。RandomForests 

はデータの3分の2を用いてモデルの作成を行い，残りの3分のlを用いて作成したモデ、ル

のテス トを行う。

Random Forestsはテキストや著者の識別においても利用されている。金 ・村上（2007）で

は，小説，作文，日記の3種類の文章を用い， RandomForestsを利用した書き手の同定を行

い，他の分類法（k最近傍法，学習ベク トル量子化法，サポートベクターマシン，パギング，

ブースティング）と分類精度を比較した。その結果， RandomForestsは他の分類法より正解

率が高いことが報告されている。小林 ・田中 ・富浦（2011）は，英語母語話者と非英語母語

話者が執筆した英語学術論文について，メタ談話標識を変数としてランダムフォレストを用

いた分類を行い，母語話者と非母語話者それぞれに特徴的な表現の抽出を行なった。その結

果，母語話者の英語は・ly副詞や従属接続詞，hedgesを多用するのに対し，非母語話者はon

the other handやmoreoverのような接続表現やshowやthinkのような岡ーの基本動詞を多用

していることが明らかになった。また， m畑（2012）では， CharlesDickensとWilkieCollins 
の作品を識別する特徴語の抽出を RandomForestsを用いて行った。対数尤度比やカイ二乗

値など従来の特徴語抽出の指標は，固有名詞のようにある特定のテキストのみに出現する語

を特徴語として抽山してしまうという問題点があるが， RandomForestsを用いるとその問題

を克服した特徴諾抽出が可能で、あることを示した。
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2.4. 分析手法

Random Forestsを行うに際し，変数として高頻度語の出現頻度を用いた。変数の選定理由

として，高頗度語はJaneAusten作品の計量的な文体分析を行ーったBurrows(l987,1992）など

において，著者の文体を識別する指標としての有効性が示されているためである。作品ごと

の総語数は異なるため，頗度は調整頻度を用いた。分析には統計解析ソフトウェアRを用

い， randomForestsパッケージを使用してRandomForestsを実行した。分析に用いる変数を

100語から 1000詰まで 100諮ずつ変化させ分析を行った。

3. 分析結果

3.1. Random Forestsの実行と overfittingの問題

上記のように変数を 100諮から 1000詰まで 100語ずつ変化させてRandomForestsを実行

したところ，分類精度は92.7%-95.3%であった。以下の表2にRandomForestsの実行例を

示す。

表2:Random For邸ts実行結果の一例

Call: 
1andomForest(formula =author～．， 
data=cs.all, proximity=T, importance=T, ntree=500) 
Type of random forest: classification 
Number of trees: 500 
No. or variables tried at each split: 24 

OOB estimate of巴rrorrate: 4.71 % 

Confusion matrix: 

Christie 
Sayers 
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ところが，ChristieとSayersで、作品数・総語数共に4倍ほどの大きな差があるためにover-

fittingしてしまい， Sayers作品が十数作品ほど常にChristie作品として誤判別されてしまう

という問題が発生した。そのため，分析を実行する都度両作家からso作品ずつランダムサ
ンプリングを行い，先ほどと同様にRandomForestsを実行した。ランダムサンプリ ングを

行った際の分類精度は94%-100%となり，分類精度が向上した。これより先はランダムサン

プリングを行司った際のRandomForestsの結果を用いて考察を行う。変数が600語の時に最

も高い平均分類精度が得られたため，変数が600語の際の実行結果を元に考察を行う。
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表3:Random Forests実行結果の一例（データのランダムサンプリング後）

A
U
A
H冒
ザ
嗣

v

n
U
今
4

6

4

，、JA

H
V

Call: 

randomF01 esl(fo1 mu la = autho1～， 
data=cs50, proximity=T, importance=T, ntree=500) 

Typ巴ofrandom forest: classification 

Number of tr巴es:

No. of variables tried at each split: 

OOB estimate of error rate: 

Confusion matrix: 

class.error 

0 

0 

Christie 

50 

0 

Christie 

Sayers 

ChristieとSayersの特徴語の比較

randomForestsパッケージには varlmpPlot（）関数が実装されており，グループの判別に大

きく寄与した変数を求めるこ とが可能である。Christie作品と Sayers作品の判別において大

きく寄与した語上位30語を凶示したものが以下の図lである。

3.2. 
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図1：ジニ係数平均減少値に基づく，分類に大きく寄与した語
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Christie作品と Sayers作品の判別において大きく寄与した上位 100諮について，作家ごと

により高頻度で出現する諮を特徴語として分類したものを表4に示した。この特徴語のリス

トに基づいてこの先考察を行う。

表4:ChristieとSayersの特徴語

Christie 

she, mur’n】ur , her, everyone, someone, anyone, looked, paused, shook, smiled, spoke 

once, everything, understand, herself, gave, mean, real, was, am, slowly, head, nodded 

eyes，閃ally,looking, is, were, possible, are, smile, girl, voice, thoughtfully, world, stared 

yet, sometimes, going, suddenly, face, slightly, do, sharply, most, least, di仔erent

perhaps, minut怠，will,told, not, sure, one, shall, there, always, can, what, talking, you 

Sayers 

while, anybody, till, bit, by, and, the, lord, better, getting, ll, upon, o, somebody, if, turn 

when, this, after, gentleman, replied, into, time, book, set, get, nobody, however 

glass, clock, only, found, look, make, over, take, in, put, god 

4. 考察

4.1. -one vs -body, until vs till 

表4においてChristieとSayersの特徴語を比較すると，まず両者で対照的であるのは類義

語であり，Christieはeveryone,someone, anyoneといった・one形の語が特徴語となっている

のに対し， Sayersはαnybody,somebody, nobodyといった－body形の語が特徴語として抽出さ

れている。抽出された特徴語の中で対となっているsomeoneとsomeboの， anyoneとαnybody

とについて，それぞれの作家の使用頻度を表5に示した。

表5:ChristieとSayersの－one形，－body形の使用頻度（100万語あたり）

Author eve1yone everybody anyone anybody 

刈
且
寸

0
0

／

o
q，，B
 

勺

I
n
u

n
U
司

ι

勺
ゐe

 

u

U

t
u
 

－
川
崎
創

h

W

 

C

S

 

114.91 416.81 97.51 

125.85 72.02 461.46 

表5からも分かるように，Christieは－one形の名詞を圧倒的に多用しており，それに対し

てSayersは－body形の名詞を多用しているこ とが分かる。

また，これと同様に対照的であるのが， Christieはuntilが特徴訴と して挙がっているのに

対し， Sayersはtillが特徴語となっている。表6に示すように，両者はuntilとtillについて

対照的な使用をしている。Sayersはtillを多用しているのに対し， Christieはuntilの使用頻

度が圧倒的に高い。
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表6:ChristieとSayersのuntilとtillの使用頻度（100万語あたり）

Author until ’’’sv
 
l
 

・t．，
e
 

Christie 

Sayers 

257.54 107.83 

84.60 491.52 

Christie, Sa）引・s共に・one形名詞と－body形名詞，untilとtillを使用しているため，何らかの

使い分けをしている可能性があると考えた。・one形の名詰！と－body形の名詞の差異について，

また untilとtillの差異について， Quirket al. (1985）は次のように述べている。

The pairs of pronouns with personal reference (eg: everybody, eve1yone) are equivalent 

in function and meaning, but the pronouns in -one are regarded as more elegant than 

those in -body. (Quirk et al. 1985: 376, 378) 

In the Survey of English Usage corpus of (largely) British English, until occurs twice as 

often as till, and is used approximately叫uallyas co町unctionand as preposition, and 
問uallytoo in spoken and written materials. On the other hand, till occurs chiefly in 

spoken texts, and is predominantly a preposition. (Quirk et al. 1985: 533, 534) 

tillはuntilに比べて口語的であるとの記述があり， －one形の名詞は－body形の名詞より格

調高いと説明されているため，ここで、会話－文で、は－body形の名詞と tillがより多く使用され，

地の文で、は－one形の名調と untilがより多く出現するとの仮説を立て，それぞれの作家のこ

れらの語の使用頻度を調査することとした。以下の表7，表8，表9にそれぞれeveryoneと

everybody, anyoneとanybody,untilとtillの地の文と会話文における出現頻度をまとめた。頻

度は全て 100万語あたりに調整している。

表7:Christie, Sayers作品のeveryone,everybodyの出現頻度内訳

Christie Sayers 

everyone everybody everyone everybody 

conversation 151.62 89.10 13.98 125.85 

narrative 56.02 25.81 6.29 51.04 

表8:Christie, Sayers作品のanyone,anybodyの出現頻度内訳

Christie Sayers 

αnyone αnybody αnyone αnybody 

conversation 360.02 86.61 51.74 394.34 

nan-ative 56.78 10.90 20.28 67.12 
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表9:Christie, Sayers作品のuntil,tillの出現頻度内訳

Christie Sayers 

until till until till 

conversation 177.24 77.82 40.55 332. l l 

nan-ative 80.30 30.02 44.05 158.01 

以上の表7,8より， －one形名詞と－body形名詞については，両作家共に地の文よりも会話

文において－one形名詞も－body形名詞も多用していることがうかがえる。地の文と会話文と

の分類では，両作家ともこれらの語の使い分けは行っていないようである。表9のuntilと

tillについては， Christieはどちらの語も会話文において多用しているこ とが分かる。しかし

Sayersは， tillは会話文での頻度が向く，untilは逆に地の文での頻度の方が高くなっている。

4.2. 女性代名詞

Christie側の特徴諾として，女性代名詞she,herが挙がっている。特にsheについては，図

lから分かるように，ジニ係数平均減少｛砲が最も大きく， ChristieとSayersの作品を判別す

る上で最も寄与率が高くなっている。sheとherの両作家の使用頻度を表 10に示す。

表10:Christie, Sayers作品におけるshe,herの使用頻度（100万語あたり）

Author she her 

Christie 12,238 9,215 

Sayers 5,515 4,387 

Christie作品では Sayers作品に比べると she,her共に圧倒的に高頻度で使用されている。

Sayersの作品で、は探偵は男性の LordPeter Wimseyのみであるが， Christie作品では Miss

Ma中leやTommyBeresfordの相方である TuppenceBeresfordといった女性探似が主人公で

ある作品も存在する。このような登場人物がsheの生起頻度に影響を与えているのかどうか

については，作品の主人公を考慮、した分析が必要となるため，今後の課題としたい。

4ふ動詞の過去形

他にChristieの特徴語で特徴的なのは，Sayersに比べると動詞の過去形が多いことである。

動詞の過去形は地の文でのnarrationに多用されるため，これは小説テキス トならではの特徴

であると言える。 murmured,toldのような発話に関する諮，lookedやstaredのような視覚に

関する語などが挙がっているが，ここでは動作に関する動詞pausedとnoddedに注目する。

はじめにpαusedについて， pausedを含む2語のclusterを検索すると，出現頻度が上位の

ものは以下のようになった。cluster，コロケーションの検索及びコンコーダンスラインの表

示には，コンコーダンサーCasualConeを使用した。
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表 11:pausedを含む2語cluster

Rank Cluster Freq Rank Cluster Freq 

he paused 681 6 paused then 78 

2 paused and 403 7 poirot paused 62 

3 she paused 391 8 paused to 35 

4 paused a 174 9 i paused 33 

5 paused for 97 10 paused in 33 

ここで2位に挙がっているpausedandについて， pausedとどのような語を等位接続詞αnd

を用いて繋いで、いるのか確かめるため， pαusedandをnodeとした際に右側l諮問に共起する

諮を検索した結果を以下表 12に示す。最低頻度を 5に設定したところ， 5諾が抽出された。

表12:paused andのRlにおける共起語

Rank Context word Freq 

then 196 

2 said 28 

3 added 25 

4 went 21 

5 looked 10 

Christieはpausedand thenという表現を他の表現に比べて多用していることが分かる。

paused and thenのコンコーダンスラインの一部を以下に示す。
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図2:paused and thenのコンコーダンスラインの一部
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図2から明らかであるように， Christieはpausedand thenの後に発話を導く動詞を置き，

発話内容を続ける， という形を多用している。Christieは登場人物に発話をさせる際，単に

saidやaskedのみで発話内容を導くのではなく，発話の際の登場人物の動きも表現している

ことが分かる。

次にnoddedに関して， noddedを合む2語のclusterの出現頻度上位50位を以下に示す。

表 13:noddedを含む2語cluster

Rank Cluster Freq Rank Cluster Freq 

poirot nodded 480 26 nodded gently 20 

2 nodded his 256 26 nodded then 20 

3 he nodded 211 26 nodded vigorously 20 

4 she nodded 184 26 other nodded 20 

5 nodded he 125 30 nodded at 19 

6 nodded her 121 31 doctor nodded 18 

7 nodded and 120 32 nodded sympathetically 17 

8 nodded thoughtfully 93 32 race nodded 17 

9 i nodded 81 32 who nodded 17 

10 and nodded 64 35 man nodded 16 

11 nodded to 52 35 neele nodded 16 

12 marple nodded 51 35 nodded a 16 

13 nodded in 40 35 nodded the 16 

14 tuppence nodded 34 39 girl nodded 15 

15 battle nodded 30 39 latter nodded 15 

16 nodded approval 28 39 luke nodded 15 

16 tommy nodded 28 39 nodded approvingly 15 

18 inspector nodded 27 39 nodded slowly 15 

18 nodded yes 27 39 then nodded 15 

20 satterthwaite nodded 26 45 nodded towards 14 

21 nodded she 24 46 nodded as 13 

22 nodded comprehendingly 23 46 nodded it 13 

22 nodded gravely 23 48 quin nodded 12 

22 nodded with 23 48 weston nodded 12 

25 nodded i 22 50 frankie nodded 11 

表 13より， noddedと様々な－ly副詞が共起する形がChristie作品において多用されている

ことを読み取ることが出来る。Christieは領くという行為一つをとっても，様々な副詞を共

に用いて，どのような領き方をしているかを描写しているのである。Sayers作品について

は， noddedの総出現頻度が119回と， Christieの2,322固と比較して圧倒的に少なく， nodded

andが20回， wimseynoddedが19回出現する以外は全て出現頻度が10凶未満で極端に少な

く，。副詞との共起も殆ど見られなかった。
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以上のようなpaused,noddedの使用のきれ方から， Christieは登場人物の行動を表現する

際に様々な語を併用して描写することで，登場人物がどのように動いているのか，小説の場

面の情景描写をより読者にさせやすいようにしているのではないかと考えられる。森（1998)

では， Christie作品は ConanDoyleのSherlockHolmesシリーズと並んで、映像向きであるこ

とが述べられているが，このような登場人物の行動の描写が映像向きであることに繋がって

おり，現在でも広く Christieの作品が親しまれている一つの要因となっているのではないだ

ろうか。

5. おわりに

本研究では， RandomForestsによる Christie作品と Sayers作品の分類，及び分類に寄与し

た特徴語の検討を行った。Christie作品と Sayers作品の分類は， 90%を超える高い精度で行

うことが可能で、あった。全作品を RandomForestsにかけると overfittingの影響で分類精度

がやや落ちたため，最終的にはランダムサンプリングを行なって両作家の作品数を揃えて

Random Forestsを実行したところ，分類精度が向上した。

そして各作家の特徴語を見てみると， Sayersは－body形名詞や tillを多用するのに対し，

Christieは－one形名詞やuntilを好んで、用いることが明らかになった。両作家ともこれらの対

になる語を両方とも作品中で使用しており，地の文と会話文とで語の使い分けをしているの

か調査したが，目立った使い分けはしていないことが見受けられた。

また， Christieは女性代名詞she,herをSayersと比較して圧倒的に多用していることが明

らかになった。他には動詞の過去形が特徴語として多く挙がっていた。動作を表す動詞に関

してclusterとコロケーションで使用のきれ方を確認したところ， Christieは笠場人物の行動

の表現について様々な語を並置して描写することで，場面の情景描写を読者にさせやすいよ

うにしているのではないかということが推察された。

今後の課題としては，第一に先にも述べたように， Christie作品に女性代名詞sheとherが

頻出するのは，女性探偵を主人公とする作品が一定数合まれるためという可能性も考えられ

る。そのため，作品の主人公と女性代名詞の使用との関係性を調査したい。第二に， Quirket 

al. ( 1985）における untilとtillの追いに関する記述では，品詞に関する記述も見られるが，本

研究ではタグ付けを行なっていないテキストについて分析を行ったため， Quirket al. ( 1985) 

にあるような品詞の違いを考慮した考察は出来ていない。今後はアノテーションを施したテ

キストの分析も行いたいと考えている。第三に， －one形名詞と－body形名詞の使い分けがさ

れているかどうか調べる際に会話文と地の文の区別を行なったが， Christieが話者ごとにこ

れらの名詞の使い分けを行っている可能性も考えられる。話者タク、付けを行つての分析も今

後行いたいと考えている。
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